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�要　約

本稿の目的は，社会科学特に社会学的観点から，東京が持っている新しい発展の可能

性を探ることである。その点を当事者たちはあまり自覚していないかもしれないが，東

京文化に焦点を当てて論じてみたい。東京文化に焦点を当てる理由は，客観的理由と規

範的理由とがある。前者は，文化産業や情報産業が占める割合が，東京は，日本の中で

は極めて高いからである。新しい産業は新しい可能性を生み出そうとしている。その点

にまず着目する必要がある。規範的理由というのは，「文化へのこだわり」である。第二

次大戦後，平和主義を唱え，主観的には，その平和主義に沿って社会を運営してきたと

多くに日本人により考えられてきた。しかし，その実質や，諸外国に対し，どれだけの

影響力や連帯を築いてきたかについては大いに疑問が残る。（もちろん，全くなかったと

いうわけではないが。）最近の，社会主義の退潮は，平和主義をさらに脆弱なものにした。

例えていうと，今までは，風呂屋の壁の絵程度には意義を持っていたが，その風呂屋自

体が取り壊されそうな状態にあるとでもいえばいいだろうか。私がいいたいのは，平和

主義にとって，文化というのは極めて重要な要素であるということである。文化に基づ

いた，経済・政治などが，平和主義を支える社会的実体として機能しうると思うし，こ

の観点から，東京文化が捉えられる必要があると思う。

もう一つの目的は，東京文化を，単に，日本という国家の文脈でだけとらえるのでは

なく，地球社会，正確には，グローバルシティと関連づけて分析することである。東京

という都市は，そこに住む人々が考えているよりも，良い悪いは別にして，現代的性格

を数多く持っている。それだけでなく，国際的競争力を文化は持っている。この点を正

確に自覚し，よりよい文化を創ることが切に求められているように思う。しかし，実際

には，次のような２つの傾向が，ある意味で，矛盾する動きの中で大きくなってきてい

る。一つは，極めて強い商業主義的な性格を持つようになってきているという点である。

もう一つは，日本のような文化的多様性を持つ文化の内部で，依然として，棲み分けが

行われ，文化同士の混じり合いがあまりみられないことである。特に，伝統文化や西欧

発の新しい伝統芸術文化，そして，いわゆるポピュラー文化の間には，この原理が働い

ているように見える。この現状の持つ，意味と問題点についても分析をする必要がある

だろう。
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�１　グローバリゼーションの進行と東京インフォミドルの出現

現代社会に関しては，様々な言説がされてきているが，おおかたの見方に共通するの

は，社会全体が変化しつつあるという認識である。もっともラディカルな見方は，アル

ビン・トフラーが提唱した＜第三の波＞，いいかえると，情報革命（Information

Revolution）という認識である。すなわち，農業革命・産業革命に続く，大きな社会構造

の変化の時代にあると考えるのである。これは，マニュエル・キャステルのようなラデ

ィカルな社会学者でも，この立場に立っている。

第二の見方は，ポストモダニズムの立場である。ポストモダニズムについては，その

内容が，近代社会との連続性を強調する立場から，その逆に非連続性を強調する立場ま

で，あるいは，その変化に対する評価が否定的なものから肯定的なものまで，様々な立

場がある。肝心な点は，近代社会と何らかの点で共通するものをその理論の出発点にし

ている点と，しかし，同時に，近代社会とは基本的に異なる性質を指摘しようとする点，

を同時に内包しているという点である。

その二つの見方の内，どちらのポジションをとるにせよ，何らかの，根本的な新しい

社会的変化は，それを主に担う人間たちが存在することを意味する。それを典型的に示

す事例が，＜東京インフォミドル（Tokyo Information-Middle）＞である。これが，本

稿の考察対象である。もちろん，これだけの説明では，十分にわかりにくいので，以下，

この人たちがどういう人たちなのか，どういう風に出現してきて，どういう性質を持ち，

どのような限界と可能性を持つのかということを以下で，明らかにしていきたい。まず，

第１章では，インフォミドルという層が，グローバリゼーションというマクロなトレン

ドの中で生まれてきたことを明らかにする。そして，それが，同時に，日本的な条件の

もので残存する階層の生まれ変わりという部分を併せ持つことも説明される。続く，第

２章では，インフォミドルたちの行動原理について説明する。彼らの新しい行動原理を<

混在の美学>にもとめ，それについて論じる。第三章では，そういう彼らの行動原理が生

まれてきた歴史的背景を，東京の歴史を概観することで説明を試みる。そして，第４章

では，インフォミドルたちが活動している場所である，東京の特定の場所について概説

をする。ポイントは２つあって，一つは，今までのオールドセンターが分散して，３つ

の方向に分かれつつあること。第二に，その中で，特に渋谷文化の重要性を強調してみ

たい。最後に，問題点と展望を大きく２つに分けて分析を試みる。第５章では，東京文

化の新しいライフスタイルについて，第６章では，インフォミドルの意義と限界を総合

的に検証する。

1-1 新しい文化階層としてのインフォミドル
インフォミドル（Information-Middle(略してInfo-Middle) : 情報中産階層）というのは，

情報革命を推進し，それを支えるような，新しい中産階層を形成するようになった人々

を指す概念である。（川崎がこの概念を６年前から使ったのが，最初の使用例である。）

そこでは，いわゆるインフォ・リッチとの区別をはっきり付けずに，次のような８つの

性質を持つ人間像として描かれた。（川崎，1994，67頁。）

１．知識・情報欲求が強い

２．新しいものと求める指向

３．メディア・リタラシーが高い
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４．積極性・集中力重視

５．「時間」確保可能性がある

６．社会材としてのネットワークを作れる

７．モデルチェンジ対応資力がある

８．「公共」的価値観を持っている

しかし，インフォミドルは，突然，科学者・技術者・コンピューター愛好家などの中

から生まれてきたわけではない。確かに，コンピューター技術者・情報科学者・プログ

ラマーなどが，元々の中心的推進役であったが，コンピューターが普及し，情報通信が

高度化しグローバル化した今日においては，その階層は，隣接の職業や類似の階層まで

含む，新しい知識階層を形成するようになっただけでなく，さらに広く文産業従事者や

彼らに追随するような層までを含むところまで拡大しつつあるといっていいようになっ

た。インフォミドルという概念は，単一の概念ではなく，次のような，少なくとも４つ

の下位概念を持つ，すなわち，作り手・送り手・媒介者・利用者，の区別である。

作り手：単独でオリジナルなものを作れる能力を持つことは，最初の前提であるが，

それだけでなくて，異なる分野の人と協力しつつ，コラボレーションが出来

ることが要請されている。

送り手：様々なメディア，様々なネットワークをどれだけ持っているか。そのネット

ワーク力が問われている。

媒介者：現代社会で最も重要な機能を持つ。媒介者には，多くのバリエーションが生

まれつつある。その中で，カタリスト（触媒者）の役割も重要である。

利用者：高度な消費者が誕生した。問題は，それがマスのレベルにとどまるのかとい

う点である。新しい，質的にレベルアップした利用者の登場が待たれる。

繰り返しになるが，これらの中で，媒介者の重要性をもう一度指摘しておきたい。な

ぜ，重要なのかというと，コンピュータや通信技術を用いる文化は，オリジナリティ重

視から，変形能力・創造的ハイブリディティ生成能力などが重要視されるようになって

きている。そして，作り手の作品を，いかに利用者につなげるかに関して，様々な社会

的役割が生じてきた。例えば，芸術分野では，キュレーターと呼ばれる職業は正にその

例である。例えていえば，パーティの主催者のようである。いくら，御馳走があっても，

いくら良い部屋があっても，人々を盛り上げるには，それをセッテイングし，楽しめる

催し物を計画し，人々をもてなす社会的役割を遂行する人間が必要である。それが，媒

介者なのである。

1-2 グローバリゼーションと階層分化ーーインフォリッチとインフォプア
このインフォミドルという階層は，日本だけでみられる現象ではない。情報化が進み，

情報通信環境が整っている社会において共通にみられる現象である。もっといえば，コ

ンピューターメーカーやコンピューターソフト産業などの，巨大な多国籍企業と，大学

研究者や企業研究者などの国際的知識階層を中心に支えられてきた現象ということが出

来るであろう。彼らの国際的知識階層や国際的中産階層からなる国際社会に限っていえ

ば，いわば，グローバルな展開がなされており，もっとも，国境が低く，グローバリゼ

ーションの度合いの高い領域ということが出来るであろう。

しかし，彼らの世界から，一歩出てみると，異なる様相を呈している。グローバリゼ
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ーションを主導するのは，国家というより，グローバルシティと呼ばれる特定な都市で

ある。その典型的な都市は，ニューヨーク・ロンドン・東京などである。グローバルシ

ティ論の教えるところによると，グローバルシティ化が進むことにより，新しい階層分

化が生じるとされている。階層分化は，一方で，ジェントリフィケーション

（gentrification : 中･上流階級化）が進行するが，もう一方で，彼らを支える新しい貧困

階層が増大するとされる。前者は，典型的には，専門職などが中心であり，後者は，サ

ービス業（公園清掃者・ガードマンなど）等である。80年代後半から90年代にかけて，

ロンドンやニューヨークでは，この動きがはっきりとした。例えば，この分野の著名な

研究者であるモレンコフやフェインシュテインらは，この点を指摘しており，ニューヨ

ークでは，90年代初頭には，36％が新中間階層，30％が新貧困層に分類されている。

（J.H.MOllenkopf & M.Castells, 1991,  S.S.Fainstein, I.Gordon & M.Harloe, 1992,

K.Kawasaki, 1997）

東京の場合，グローバリゼーションへの巻き込まれが比較的弱かったので，ここ３・

４年くらい前から（いわゆるビッグバンや規制緩和の開始とともに），同様の傾向がみら

れるようになってきたが，ニューヨークのような極端な２極分解を遂げるとは見えない。

というのも，すべての企業がグローバリゼーションに対応する必要があるわけではなく，

日本的集団主義による企業運営を続ける層がなくなるとは思えないからである。（むしろ，

グローバリゼーションの進行は，東京では，グローバルな企業とドメスティックな企業

とにはっきりと分かれてきているではないだろうか。前者は，いわゆる多国籍企業で，

他の多国籍企業と同様な変化を遂げていくだろうが，後者は，日本国内マーケットを対

象にした企業により専念していくように思われる。）そう考えると，東京の場合，インフ

ォミドルと呼ばれる人々は，２つのタイプが併存していく可能性が大きいであろう。つ

まり，多国籍企業型のインフォミドルとドメスティック企業型のインフォミドルとであ

る。（正確には，いくつかのタイプの日本的経営が，変形を遂げながら，残存していくと

考えるべきだろう。）

1-3 健全なインフォミドルの必要性
意外に知られていないのは，人間がこれまで築いてきた社会のほとんどが，中産階層

が少ない社会だったという事実である。一部の豊かな上流階級と大多数の貧困な被支配

階層というのが，階層に関する基本図式なのである。貧困からの脱出こそが，人類の進

歩を支える最重要な動機であったといってもいいだろう。産業社会というのは，そうい

う意味で，人類の歴史上初めて，中産階層が多数輩出した社会といえよう。その典型は，

イギリスでありアメリカである。イギリス社会は，大土地所有者や資本家階級を中心に

中産階層を内発的に継続して発展させてきた社会である。中産階層が上流階層に対立し

つつ，上流階層と折り合いをつけながら，軍隊をコントロールしてきた国家である。そ

の意味で，過去を残存させながら，発展を遂げてきたともいえよう。したたかで経験豊

富な中産階層が多数派であるのがイギリスの強みである。アメリカの場合，イギリスか

らの移民を中心に，新しい中産階層を同様に内発的に育て上げてきた社会である。異な

るのは，上流階層がいなかったということである。また，信仰心が厚く，独立と自由を

重んじる国民性が作り上げられた。日本においては，アメリカのごく一面しか伝えられ

ていないことが多いが，彼らの自由の背後には，信仰と責任が隠されている。資本主義

的自由の背後には，厳しい自己規制や社会的貢献の必要性の認識などが隠れている。こ

の点を十分に理解する必要があり，表面的に＜自由＝勝手＞と彼らの行動様式を理解す

るのは片手落ちである。
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この点は，実は，東京のケースを分析するときには決定的に重要である。グローバリ

ゼーションへの対応として，規制緩和と能力主義の再考が要請されているように考えら

れている，最近の東京では，彼らの自己規制や社会的貢献について，十分な理解が得ら

れているようには，私には思えない。首都圏では，実質的な長時間労働（サービス残業･

携帯電話と通しての社外労働など）や長時間通勤，そして，依然として高額な住宅取得

などは，構造的に豊かな生活スタイルや男女平等制度の実現の行く手をふさいでいる。

その意味で，健全な中産階層が成立しにくい条件が依然として残っていると考えるべき

であろう。

要するに，一般的にいって，新しい社会や文化の創造には，健全でフェアな中間階層

が求められているのである。そういう中間階層を東京や首都圏でどう形成することが可

能かどうか，この点は今後の日本社会にとって極めて重要な課題でもある。（ただし，私

がここで指摘したいのは，下層階級やアンダークラスの人々はどうでもいいなどという

ことではまったくない。分析の焦点を中産階級に，単に置いているだけで，彼らには新

しい問題が形成されることは確かであり，また，その問題を解決されるべき必要性があ

ることも追記しておきたい。）

�２　東京インフォミドルはどこにいるか？

2-1 インフォミドルの町：渋谷，自由が丘，三軒茶屋，下北沢，吉祥寺
インフォミドルたちは，どこに住んでいるのだろうか？あるいは，どういう場所に集

まりやすいのだろうか？この２つの素朴な疑問に答えることから始めよう。

確かに，東京中に，インフォミドルが散在していることは確かなことである。しかし，

よくよく観察すると，中心とまではいかなくても，文化産業や情報産業が集積している

地区やそのの周辺に，彼らが居住し，それらの集積地に集まりやすという傾向がある。

電通総研が1998年にまとめた「情報メディア産業の都市集中：東京情報集中」（以下略し

て「東京情報集中」報告書）という報告書によると，1996年では，上場会社の社長や役

員の在住地ベスト３は，共に，世田谷区（17.6％）・杉並区（8.8％）・大田区（7.5％）

という，東京西南部の郊外に居住しているという。（これに，４位以下の練馬区・目黒

区・港区を加えると，情報産業集積地を西から南に取り囲むように立地していることが

わかる。また，日本全体で見てみても，社長を例に取ると，東京都（31.6％）と神奈川県

（11.8％）に集中している。（ちなみに，関西が次に多く，兵庫県（9.9％）・大阪府

（9.8％）となっている。）いかに，東京と神奈川に集中しているのかがわかる。これは，

他の分野（例えば，映画関係商社役員居住地・民放キー局役員居住地など）でも，基本

的に同じ傾向を指摘できる。

明らかなことは，彼らの居住地には，ある傾向性がある，何度も指摘してきたが，１

つの場所に集中していることはない。しかし，場所でいうと，渋谷・原宿・青山，道路

でいうと国道246号線，鉄道でいうと，渋谷を発着する，あるいは，通過する線（例えば，

JR山手線・東急東横線・東急新玉川線（地下鉄半蔵門線）・地下鉄銀座線・京王井の頭

線など）沿いに，明らかに集まっているのである。

これらのインフォミドルやインフォリッチの人々やその家族などが，よく利用する町

は，したがって，典型的な中産階級の町である。例えば，先にあげた，渋谷・原宿・青

山は，それぞれ歩いても行ける町である。さらに，それらを取り囲むように，西南部か

ら時計回りにあげると，まず，自由が丘がある。この町は，おそらく，西の芦屋と並ぶ，

アッパーミドルやミドルクラスの女性たちが集まる町である。次に，三軒茶屋と二子玉
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川をあげることが出来る。前者は，渋谷から近く，ポピュラーな居心地とアートフルな

都市再開発が進みつつあり，後者は，典型的な郊外型の中産階級御用達の車で行ける消

費地である。それから，下北沢そして成城学園である。下北沢は，若者の街であり，か

つ演劇やパフォーミングアートが息づく町でもある。それに対して，成城学園は，田園

調布と並ぶ高級住宅街である。最後に，吉祥寺をあげることが出来る。吉祥寺は，渋谷

から行くと井の頭線の終点であるが，中央線に代表される，古いタイプのリベラリスト

が多く住む武蔵野文化の中心地の一つであり，かつ，二つの西武線(西武池袋線･西武新宿

線)住宅地への入り口でもある。

2-2 東京インフォミドル生活スタイル ―混在の美学―
東京インフォミドル達の生活スタイルはどういうものだろうか？それを考えるときに，

大切なのは，東京文化に内在し，エスタブリッシュされた文化のプロトタイプ（原型）

である。結論からいうと，それは，何か単一なはっきりとしたものではなくて，＜混在

の美学＞とでもいうべき型である。＜混在の美学＞とは，様々な文化的パターンを同時

の存在させることを良しとする行動様式・思考様式・好みの総称である。様々な要素を

組み合わせて，それに一貫性を優先させないやり方ということも出来るかもしれない。

なぜ，このようなパターンが確立したかについては，次章で歴史的経緯を追って説明す

るつもりであるが，簡単に説明を試みたい。それは，まず，東京という都市が，武士に

より軍都・政治都市として発展させられたからである。全く同じではないが，ブラジル

のブラジリア・オーストラリアのキャンベラなどがその類似例としてあげられる。しか

も，途中で変質した部分が大きいとはいえ，ミリタリズムによる支配が260年余り継続し，

その後，20世紀にも数十年間軍部により再支配されたという事実である。また，明治以

降も本格的な都市計画が実現できなかったという歴史的事実も尾を引いている。その結

果として，入り組んだ，様々な階層の人が混在する都市東京ができあがったのである。

この点は，同じグローバリシティである，ロンドンなどと比較をすると興味深い。東

京とロンドンの共通点は，道路が入り組んでいるところである。ロンドンの都市として

の歴史は古く，ローマ人がロンドニュウムという名前で都市を築き上げた西暦43年まで

遡ることが出来る。彼らは，直線を使った都市形成を好んだが，今では，その面影は，

有名なオックスフォードストリートに見ることが出来るくらいである。基本的には，そ

の後入り組んだ町並みになっていった。しかし，東京とロンドンが異なる点で重要なの

は，ロンドンでは，街路ごとに建築物が統一されていて，街路ごとに共有の公園などが

残っていることである。鈴木博之によると（1996），王族を含む貴族などの大土地所有者

が今でも残っていて，ロンドンの住宅地の建設に一役買っているからだという。集中的

土地所有が今も残存し，中世の土地所有が現在でも残っているのである。したがって，

土地所有者が同じ街区では，ある程度の統一性などをもたらすことができるのである。

しかし，東京においては，先にあげた，インフォミドル達が好む町を見てみると，一

部の例外を除いて，意外にも都市計画がなされた場所が多い。例えば，田園調布・自由

が丘・成城学園などは，大正から昭和の初期にかけて大規模開発がなされてところで，

市民文化の歴史をある程度積み重ねてきた場所でもある。これらの対極にあるのが，渋

谷区や港区などに残る＜混住＞地域である。例えば，六本木界隈や麻布十番，あるいは，

溜池山王や広尾あたりを散策すると，様々な住居が混在していくことの気づくのは容易

である。立派なお屋敷・外国人向け豪華マンション，そして，江戸時代から続いてそう

な寺院や小売業（三味線や和菓子屋など），その一方で，木賃アパートが散在している姿

が，それである。この＜混住＞状況を的確に指摘し，そこに東京文化の特色を見いだし
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たのが，ユニークな写真家で知られる都築響一である。彼の写真集である「TOKYO

STYLE」（1997）で，「小さい部屋にごちゃごちゃと，気持ちよく暮らしている人間」（p.

19）が，東京という空間を楽しむ姿を，積極的に描き出している。この暮らし方は，あ

る意味で，合理的な生き方であり，ある程度の広さの居住空間をあきらめることにより，

逆に，東京という空間を十分に堪能することが出来るという生活スタイルを指摘してい

る。一方における，郊外住宅と，もう一方における混住文化，この２つにより，東京の

現代的な都市文化を特色づけることが可能になるように思う。

2-3 混在第一軸：国際性と伝統性，中産階層の混在
しかし，もう少し丹念にこの２つの文化の並立を分析してみると，実や，２つの異な

る対照的な概念で，分類・整理することが出来るであろう。その一つは，国際性と伝統

性とでもいうべき軸であり，もう一つは，ファインアートカルチャーとポピュラーカル

チャーというべき軸である。この節では，前者について説明していって見よう。

国際性と伝統性は，東京の現実に即していうと，正確に言うと対立軸ではない。国際

性の大小，どの国際性かという軸と，京都や江戸に象徴される日本の伝統の大小という

軸とが，しばしば並立するのである。もちろん，国際性という場合は，外交官・多国籍

企業関係者・専門職（証券マン・銀行マンなど）・タレント（スポーツ選手などを含む）

等の中流階層と，留学生や外国人労働者などの非中流階層とははっきりと地理的居住に

ついて区別することが出来る。前者については，数十年前までは，アメリカ人やイギリ

ス人が中心であったが，現在は，様々な国籍の外国人を含むようになった。彼らの多く

は，港区・千代田区・渋谷区，さらに，目黒区・世田谷区などにも住むことが多い。大

使館や会社は，千代田区・港区・渋谷区などに立地し，自ずとその周りに住むことにな

る。

一方で，東京には江戸にまつわる建物や遺跡が数多く残されている。大方のイメージ

では，台東区や江東区などの下町と呼ばれる場所に残っていると考えられているが，必

ずしも実態に合っていない。というのも，江戸時代の後期に江戸が大きくなった時期に，

市街地だった場所かどうか，第二次大戦時に空襲の被害にあったかどうか，によってそ

の残り方が異なるからである。前者で重要なのは，武士の居住地であったか町人の居住

地であったかである。後者では，意外に，港区や渋谷区などでは，都市化を免れ，江戸

がまだ現在でもかなり残っている地域である。

例えば，その例として，麻布や広尾をあげることが出来る。現在の住所としては，港

区元麻布・西麻布・南麻布，そして，渋谷区広尾のあたりである。このあたりは，中上

流階層の外国人が多く居住するあたりである。沢山のレストランや高級スーパーが存在

し，国際的と称される場所でもある。しかし，その一方で，空襲されなかった場所（例

えば，麻布十番など）も残り，例えば，地下鉄広尾駅周辺には，仏教寺院がかなり集ま

っているところがある。また，その周辺には，三味線屋やお茶席用の和菓子屋などが散

在し，江戸の雰囲気も味わえるのである。しかも，面白いのは，個人住宅や高級マンシ

ョンに混じって，木賃アパートや普通のモルタル製の共同住宅なども混在しているので

ある。この「混住性」こそが，先に述べたように，東京を特色づける。また，もう一つ

の例として，赤坂から溜池山王にかけても，似たようなことを指摘することが出来る。

（現在の住所では，港区と千代田区になる。）ここには，例えば，比較的最近都市計画に

より作られた人気スポットがある。この辺は，全日空ホテル・テレビ朝日・サントリー

ホール・森ビル等の一帯である。しかし，これらのビルの対面から，赤坂にかけての場

所には，平屋や２階建ての住宅が残り，魚屋や豆腐屋，割烹などがかなり残っている。
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その一方で，高級マンションも数多く見られるのである。赤坂ツインタワーのすぐ横に，

大正時代や昭和初期を彷彿する建物が混在している場所，私は訪れるたびに，不思議な

感慨を抱く。

2-4 混在第二軸：混合するファインアートとポピュラーカルチャー
もう一つ，東京文化を分析するときに大切なのは，ファインアートカルチャーかポピ

ュラーカルチャーかという区別である。これも，厳密にいうと，この二つの文化が並立

している場合がしばしば見られる。だから，ファインアートカルチャーの度合い，ポピ

ュラーカルチャーの度合い，という軸の並立として捉えることが出来る。ここでいうフ

ァインアートカルチャーというのは，元々は西欧起源の芸術を指し，日本に輸入された

文化で，具体的には，絵画などの美術，オーケストラやオペラに代表されるクラッシッ

ク音楽，舞踏・前衛演劇などのパフォーミングアーツなど，幾つかのジャンルに分かれ

る。一方のポピュラーカルチャーは，アメリカ起源のものが多い。（これも，内容は多岐

に分かれるのはいうまでもない。）重要なのは，その接触の仕方と普及の仕方である。後

に詳しく述べるが，従来の言い方では，アメリカにあこがれて，一種の劣等感を持って

ポピュラーカルチャーを受容してきたという説明がされる。しかし，80年代以降，そう

いう年代層は高齢化し，青年層ではそのような傾向は見られなくなった。これをもう少

し掘り下げてみると，そもそも，日本のポピュラー文化は，その出自自体が，都市の新

興中産階層を中心に受容されたという歴史的事実が浮かび上がってくる。つまり，西欧

のような階級対立，アメリカのような潜在的な階層対立（WASPとエスニックカルチャ

ー）を，日本の場合はそもそもひきづっていないという点が重要である。（これは，東ア

ジアや東南アジアについても同様な指摘をすることが出来る。）（川崎，1994）

�３　東京文化はいかにして生まれたか

東京インフォミドルがなぜ成立するようになったのかは，偶然ではない。はっきりと

して，歴史的必然性が存在する。どういう必然性があるのか，東京の都市の歴史と関連

づけて説明してみよう。（川崎賢一，1994）

3-1 江戸の創立と江戸文化の成立（政治・軍事センター）
東京は，社会学者加藤秀俊の分類（千年都市・五百年都市・百年都市の三類型）によ

れば，真ん中の五百年都市に分類される。（加藤秀俊，1990）金沢などと並んで，かなり

の伝統を持った都市といえるであろう。しかし，金沢は第二次大戦時に空襲を受けず，

歴史が継続したのに対して，東京はそうではなかった。そもそも江戸時代にはたびたび

大火災が起きたし，大正時代には，関東大震災で都心部は壊滅的打撃を受けたし，第二

次大戦時は，米軍の空襲により都心部は焼け野原になった。（その象徴は，1945年３月10

日のいわゆる東京大空襲である。）江戸時代はともかく，震災や空襲の直後には，大規模

な都市計画が可能であったにもかかわらず，様々な事情により，結果としては，ごく一

部分を除いて，効果的な都市計画がなされることなく，都市が発達してきた。東京タワ

ーや都心の高層ビルから見ることのできる，見慣れた，連綿と続く，雑多なビルや建物

からなる風景は，こうして出来上がったのである。

ところで，そもそも，江戸という都市は，政治的・軍事的センターという機能を最初

に持ち，それが，現在に至るまで保持されてきた。この点は決定的に重要で，東京は，

日本いう国家の政治的かつ軍事的な中心地であり続けたのである。（もし，国会などの政
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治的機能が，首都機能移転により，本当に移ることになれば，極めて大きな変化という

ことが出来る。）と同時に，この国家の中心地という性質は，＜地方としての東京＞の発

達を阻害する決定的要因でもあった。この点も忘れるわけにはいかない。

3-2 戦前：西洋民主思想の移入（東急沿線・田園調布，理想郷の建設）
第二次大戦前の日本と現代をつなぐ，最も重要な線は，都市計画された土地利用であ

る。従来の見方は，どうしても，表面的な現象や出来事に目がいきがちであるが，もっ

とも基礎的な土地利用に着目する必要がある。というのも，第二次大戦時に至る，いわ

ゆる総動員体制は，多くの市民文化や中産階級の文化を断絶させたといわれている。し

かし，すべてが戦後変わったわけではない。むしろ，戦前との連続性を直視する見方も

重要である。そして，土地利用の点ではそもそも，戦前と戦後はかなり連続性を保って

いるという点が重要なのである。

＜混住都市東京＞にあって，数少ない，都市計画された中産階級都市は，大正期から

昭和の初期にかけて，いわゆる＜郊外住宅地＞として形作られていった。例えば，東急

田園都市線沿線の桜新町は，その最初の例である。大切なのは，今日，最高級住宅街な

どといわれている，田園調布・成城学園などはすべて，この時期に大規模開発された郊

外住宅地だったという事実である。その他にも，東急東横線やそれにクロスする沿線，

あるいは，中央線の国立駅南口，西武池袋線大泉学園，等をあげることが出来る。

これらの郊外住宅地の中には，渋谷周辺が多いことに気づくのは比較的簡単であろう。

東京インフォミドルが活躍する渋谷・原宿周辺には，それを支える中産階級の住宅地が

広がっているという事実，これこそが素朴な<発見>でもある。

3-3 戦後：アメリカ西海岸文化への憧れ，近代都市・東京，ポピュラー社会の建設
第二次大戦後，あこがれの対象は，完全にヨーロッパからアメリカに移った。特に，

その政治制度，大衆文化，フランクな国民性など，極めて多岐にわたり，あこがれた時

期が続く。戦後の典型的な事例は，東急新玉川線・田園都市線沿線に広がる＜田園都

市＞である。東京世田谷区から川崎市・横浜市にまたがる，これらの地域には，沢山の

政治エリート・多国籍企業関係者のみならず，文化産業を動かす人々，つまり，インフ

ォミドルの人々が住み着くようになる。彼らは，もちろん一様ではないが，その中心

は，＜アメリカ西海岸文化＞人間ともいうべき人々の登場である。特に，ロサンジェル

ス周辺やハワイを，自分の生活の一部とするような人々は，この地域に沢山出没するよ

うになる。1990年代の初期に騒がれた和製ワスプ（White-collar Americanaized

Suburban Private，（「WASP：90年代のキーワード」，パルコ出版，1989）は，まさに，

この典型的な例といえよう。心理的に，あるいは，実質的に，アメリカを繰り込もうと

したのが，この時期の東京，インフォミドルたちを特色付けることができるだろう。（正

確には，現在進行形というべきであろう。）

3-4 ３つの近代化
東京文化を論じる際には，先にあげた，政治的・軍事的センター機能と，住宅文化の

歴史の他に，東京の近代化という論点を追加する必要があるだろう。簡潔にいえば，３

つの近代化による転換点があったといえよう。その３つとは以下のようである。

∏ 第一の近代化：経済センター（製造業，工業地帯）
第一の近代は，経済的センターという機能である。江戸時代の後半から，上方（大阪）
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に対抗するようになり，政治的消費都市として発展をはじめて以来，明治期の近代化政

策の中心としてその地位を確立した。特に，第二次大戦後は，東京湾岸を中心にして，

第二次産業の集積地として，1980年代以降は，第三次産業の集積地として発展を遂げて

きた。また，同時に，外国企業が進出し，いわゆる，経済のグローバリゼーションの中

心地となった。

π 第二の近代化：文化的・国際的センター（外国文化の輸入基地）
第２の近代化は，文化的，特に外国文化の輸入基地としての機能を果たす側面である。

第２次大戦前は西欧文化，第二次大戦後は，アメリカ文化を，国家が創った文化制度を

拠点にして，コントロールしながら輸入してきた。（川崎賢一，1997）また，政治都市で

あること，グローバル都市でもあることから，様々な外国文化が集積する場所でもある。

つまり，単に，様々な地方文化が向かう先だけではなく，国際的な文化の集積地でもあ

る。

∫ 第三の近代化：新たなる情報的センター（新しい文化の創造と発信）
最後に，80年代後半から，新たに確立しつつある新しい機能は，新たなる情報的セン

ター，という機能である。数は少ないかもしれないが，ある程度，東京から発信する国

際文化・トランスナショナル文化・グローバル文化が見られるようになってきた。今ま

でよくあるパターンは，欧米でまず認められてから，日本でその評価を確立するという

パターンである。（例えば，ファッション産業や芸術の分野では，今でもよく見られる現

象である。）しかし，アニメ産業・カラオケ産業・テレビゲーム産業などのメディア産業

や10代のポピュラー文化は，東京発のものが数多く見られるようになってきた。好き嫌

い，良い悪いは別にして，これらの文化はすべて，国家が関与してこない，すき間産業

（niche industry）的色彩が濃い。

�４　現代東京文化マップ―パッチワーク的文化地図を解読する

それでは，東京インフォミドル達が作りつつある，現代東京文化を具体的に見ていこ

う。（電通総研，1998）電通総研の報告書で指摘されている，最も重要な変化は，オール

ドセンターから，３つの方向への分散である。かつてのオールドメディア（新聞社・出

版社・印刷・放送局・広告代理店など）からなるオールドセンターは，大手町や霞ヶ関

の周辺に位置していた。つまり，主に，千代田・文京・台東・中央区等に大手の会社が

立地していた。しかし，新しい文化産業や情報産業，その他ファッション産業などはも

う少しずれたところに立地してきたし，オールドメディア産業自体も，徐々に移動を始

めた。その方向は，主に，３つある。一つは，湾岸コリドーと呼ばれる，東京のベイエ

リアあるいはウオーターフロント地区へ，そして，さらに，東は千葉の舞浜・幕張まで，

南は，横浜みなと未来21地区まで広がろうとしている。二番目の方向は，新宿の副都心

への方向である。しかし，なんといっても，港区・渋谷区を中心とした地域への文化産

業の新しい集積は際立っており，良い悪いは別にして，新しい東京文化を渋谷周辺から

発信していることだけは確かなことである。それでは，この大枠に沿って，もう少し詳

しく説明していきたい。

4-1 湾岸コリドー
オールドセンターに集中していた様々な文化産業のうち，例えば，放送局・広告代理
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店，一部大企業本社などが，湾岸地区に移転をし始めた。湾岸地区は，ウオーターフロ

ントと呼ばれ，埋め立てられた地区や，再開発された海岸地区などからなり，新しい設

備と広い空間を用意することが可能であり，比較的，オールドセンターに近い。例えば，

フジテレビは，新宿河田町からお台場に移転した，その象徴的な例である。また，世界

一大きい広告代理店である電通は，中央区築地から，新橋の海岸地区にまもなく移転す

る。

そして，これらのコリドーは，東は千葉県幕張まで，南は，神奈川県横浜市みなと未

来21地区まで，拡張しつつある。幕張は，展示場として有名な幕張メッセを中心にして，

様々な企業の誘致に成功し，一歩先を走っている。みなと未来地区は，当初の計画から

遅れ気味ながら，幕張よりもさらに大きな，総合的な開発地区として，2005年には計画

が完成する予定である。（地下鉄の延長もその頃には終わる。）

いづれにしろ，湾岸コリドーは，新しい文化産業の集積地になりつつあるといえる。

4-2 西新宿ハイテクタウン
もう一つの，新しい集積地は，新宿副都心から隣接の初台地区を含めた，西新宿ハイ

テクタウンである。そもそも，新宿は，日本でもっとも高層ビルが集積している場所で

ある上に，東京都庁がオールドセンターである有楽町から，移転してきた新しい，商業

的・行政的中心地であった。それに加えて，この地区が脚光を浴びることになったのは，

都庁近くの初台地区に，NTTの本社と関連施設が移転してきたことだった。ここでいう

関連施設には，東京オペラシティと呼ばれる高層ビルと新国立劇場が含まれる。前者に

は，NTTの関連施設や新しいタイプの博物館（ICC，NTTインターコミュニケーション

センター）が作られ，後者には，様々な芸術（オペラ・バレー・演劇など）の新しい中

心地となりつつある。

4-3 アニメコリドー（西武新宿線等の沿線）
先に述べた3つの新しい集積地とは別ではあるが，文化産業という点からいうと，現代

日本を代表するアニメ産業を忘れるわけにはいかない。文化産業の集積地からはずれて

いるが，アニメだけが多く集まっている東京西部地区がある。通常，それは，＜アニ

メ・コリドー＞と呼ばれている。性格には，西武池袋線・西武新宿線・中央線，の３つ

の電車路線沿いに，アニメプロダクションが集まっている。（これらの路線は，いづれも，

池袋や新宿から西に向かう郊外電車である。）なぜ，ここに集積したのかは，はっきりし

ている。手塚治虫や藤子不二雄などの，初期の漫画家達が，西武池袋線沿線に住み，そ

こに漫画家が集まりだしたのがそもそもの始まりである。そこから，隣接する西武新宿

線，さらに隣の中央線沿いに，広がっていったのである。

4-4 渋谷系文化
現代日本を代表するものに，ファッション・音楽・ゲームソフトがあげられる。これ

には誰も異存がないだろう。これらは，港区から渋谷・世田谷にかけて，集積しており，

これらの地区が，文化産業を考える際に，最も重要な地区といえる。また，なぜ，ここ

に集積したのかは，偶然ではない。その理由を以下で分析していってみたい。ただし，

中味を３つに分けて説明していきたい。

∏ ファッション系タウン（渋谷，港，世田谷）
ファッション系の産業は，完全に港区と渋谷区に集中している。例えば，スタイリス
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トのシェアは，36％が港区で，24％が渋谷区で占めている。デザイナーでいえば，33％

が港区，18％が渋谷区であり，モデルエージェンシーに至っては，港区と渋谷区共に

29％（いづれも1997年の数字）を占めている。

もう一つ忘れてならないのは，ティーンエージャーのファッションである。原宿を中

心とした，ティーンエージャー向けのファッション産業は，おそらく，世界で最も質・

量共に第一位を占めているようだ。１年に数度は，グローバル紙のInternational Herald

Tribune等に取り上げられて，詳しく紹介されている。

π ルート246（食文化，ゲームソフト）
次にあげられるのは，国道246号線沿いである。あるいは，鉄道でいうと，地下鉄銀座

線・東急新玉川線・東急田園都市線沿線である。これらの沿線には，ゲームソフト製作

関係者が多く居住し，仕事をしている。最も有名なのが，プレイステーション２でおな

じみの，ソニー・コンピューター・エンターテインメントである。筆者のインタビュー

調査によると，ゲーム制作者は，この会社の近辺に住み，かつ，仕事をしているという。

これは，ロンドンのソフト産業従事者やニューヨークのシリコンアレーなどと共通する

傾向であり，一見意外な気がするが，よくよく考えてみると，合理的なやり方かもしれ

ない。（ただし，日本の場合は，京都伏見・宇治にある任天堂のケースは，これとは対照

的である。）

また，食文化という点でも，六本木・麻布・赤坂・青山・表参道・原宿・渋谷にかけ

て，様々な種類のレストランなどが林立している。そのレベルは極めて高いレベルにあ

り，ニューヨーク・パリ・ミラノなどに引けを取ることはない。

∫ 渋谷系文化（音楽産業）
最後に，最も重要なのは，渋谷を中心とした音楽産業である。特に，いわゆるJ-POPを

含むポピュラー音楽にとって，渋谷は決定的な中心地である。渋谷区・港区・目黒区・

世田谷区・新宿区などが，その集積地である。例えば，レコード会社は，1996年段階で，

東京に実に89％が集まっているが，その中でも，港区（35％）・渋谷区（28％）・目黒

区（13％）がベスト３である。音楽プロダクションや音楽関係出版社についても基本的

には同じ傾向を指摘することが出来る。これと関連して，芸能プロダクションの36％は

港区に，24％は渋谷区に立地している。文化産業製作者も，はっきりとしたことはわか

らないが，これらの地区ないし，その周辺の，世田谷区・目黒区・大田区・杉並区など

に居住する傾向が強いようだ。わかっているうちで，写真家の場合，ちなみに，六本

木・赤坂・麻布・青山・白金の順の居住地となっていて，これらはすべて港区である。

なぜ，渋谷なのだろうか？（西村晃・八田真美子，「渋谷系経済学」，PHP研究所，

1999）なぜ，池袋や新宿ではないのだろうか？　理由は２つ考えられる。一つは，文化

的環境である。港区や渋谷区は，大使館が多く存在し，外資系企業も多く立地する。ま

た，その周りに歩くでは，当事者やその家族が居住し，外国人中上流階級文化が存在す

る。それと同時に，芸術家もその近辺に居住し活動する傾向が見られることである。そ

れから，もう一つの理由は，渋谷周辺は，東京では珍しい典型的な中上流階層の人々が

居住し，生活圏としていることである。大正から昭和初期にかけて始まった大規模都市

開発は，戦後の田園都市線開発まで続き，東急沿線を中心に，比較的整った居住環境と

住宅改装を提供し続けている。もちろん，新宿から中央線，渋谷から西武線沿いにも，

同じような住宅地が展開しているが，その規模が異なることと前者の要因が欠けている

点，同様な展開が見られなかった。
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�５　21世紀のTOKYO STYLE―情報（文化）創造・循環都市と
しての東京

これらの新しい変化を受けて，東京文化の可能性ある将来を展望し，何らかのよりよ

い方向への文化の生成を提言してみたい。その前提として，文化が経済や政治と大きな

関わりを持つようになったという社会的現実の変化が事実として存在するという点から

出発したい。（言い方はいろいろあるにせよ。）それぞれ，２つに分けて説明していきた

い。

5-1 「文化」を作るとは，どういうことか
まず，歴史的認識として，文化は長い間，主要な経済活動の外側におかれてきた。し

かし，２つの方向から，文化的活動が経済へインパクトを与えるようになった。一つは，

音楽産業に典型的な，エンターテイメントビジネスとしてのポピュラーカルチャーをあ

げることが出来る。CDの売り上げ・コンサート活動・様々なマスメディアへの関わりな

ど極めて多額のお金が動くようになった。

もう一つは，いわゆる芸術産業からの経済へのインパクトをあげることが出来る。例

えば，美術の分野では，ミュージアムが社会的に大きな意義を持つようになり，ミュー

ジアム・マネージメント，ミュージアム産業が叫ばれるようになった。音楽の分野では，

様々なコンサート活動，それと結びついたCD売り上げなど，ポピュラー音楽に比べれば

金額的には少ないかもしれないが，着実なファン層を獲得していることも事実である。

最後に，パフォーミングアーツもその例としてあげられる。

良い悪いは別にして，文化が経済と連動することにより，経済活動（広告・流通・精

算）の側からの圧力も加わるようになってきた。典型的には，ポピュラー音楽に見られ

る，過度の商業主義である。例えば，スペキュタキュラー（見栄えのする）な価値とか，

セクシーさなどは，多くの国々で共通する価値観である。しばしば，中味とは関連なく，

評価されることがしばしばである。これらは，文化的グローバリゼーションの一つに例

としてあげることが出来るだろう。肝心なことは，文化が社会的に創られるようになっ

たという事実である。

5-2 文化政策（文化の生成・循環・消費）と個人の文化へのコミットメント
もう一つは，文化が政治と大きく関わるようになったことである。通常は，こう説明

される。先進諸国では，国民の生活水準が上がり，自己実現や自己表現の欲求が高まっ

てきた。それに対応するために，行政の側が，芸術文化を中心とする文化活動に対して，

サポート制度を整備するようになってきた。その制度の中味は，いろいろであり，アメ

リカのように，連邦政府があまり関わらず，NPOなどのプライベート・セクター中心の

ケースや，全く逆に，シンガポールのように，国家が文化政策の中心をになって，コン

トロールするケースもある。（ちなみに，イギリスや日本は，中間的なケースである。）

その意味で，文化政策自体は，グローバル化しつつあるといっていいだろう。

大切な点は，文化政策のインプリケーションである。多くの場合，芸術家や芸術組織

をサポートし，芸術活動を活性化し，芸術活動を多くの国民に広げるのがその目的と説

明されてきた。しかし，文化政策には，説明されていない，自明であったり，意図せざ

る目的も隠されている。例えば，なぜ，文化政策が必要かというと，元々，ポピュラー

文化の興隆に対抗するために，考え出された経緯がある。これは，西欧諸国のように，
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階級文化がはっきりしている場合に顕著に見られる。日本の場合は，文化階層がはっき

りと顕在化することなく，後に述べるように，棲み分けの原理が働いているので，それ

ほどではない。

5-3 グローバリゼーションと文化の再生産
これら２つの現代的傾向は，言い換えると，＜文化の経済化＞と＜文化の政治化＞と

言うことが出来るかもしれない。そして，重要なことは，それぞれの国家を単位に見て

いくと，国家内のとどまる現象のように見えながら，両者とも，異なるメカニズムを持

っているが，グローバリゼーションという文脈で生じてきているという事実である。こ

れらの傾向は，さらに，次にような共通の２つの結果をもたらしつつある。

∏ 文化生成・循環システムとしての情報ネットワーク化
まず，大切なことは，インターネットを初めとする，情報ネットワーク化という結果

である。好き嫌いは別にして，ホームページ・オンラインショッピング・ネットワーク

グループの形成など，これらをあわせて，情報ネットワーク化と呼ぶとすると，文化活

動自体，芸術系にしろ，ポピュラーカルチャー系にしろ，ニューメディア系にしろ，す

べて，このネットワークを持つか持たないかは，その活動範囲や質にとって，決定的に

重要である。

π 情報ネットワーク化が引き起こすポピュラーカルチャーの対外的影響力
さらに指摘されるべき点は，インターネットの普及に伴い，いわゆる中流階級にとど

まっていた文化活動の範囲は，大きくその境界を広げようとしている点である。また，

階級対立を歴史的に抱えていない，日本やアジアのポピュラー文化の場合，その対外的

影響力や競争力をつけつつあるといえよう。（アニメ・TVゲームなどに典型的なように。）

5-4 ロンドン，ニューヨークとの都市文化比較
ここで，東京文化を論じるにあたり，参考として，同じグローバルシティのロンドン

とニューヨークを簡単に比較しておこう。まず，東京と両者が決定的に異なる点を指摘

しておこう。もちろん，両者が同じではないことはいうまでもないが，東京では，いわ

ゆるdecentaralization（地方分権化）が進んでおらず，東京における民間の文化力は，芸

術分野では強くない。それに対して，ニューヨークでは，そもそも，連邦政府の関与が

ほとんどなく，州政府・市当局・NPO（財団など），個人的貢献などにより支えられてい

る。（New York State Council on the Arts, 1996/1997 Funding Report, 1998）また，ロ

ンドンの場合，元々は，国家の関わりが強かったが（The Arts Council of Britain），一

方で，有名な「Arm Length Policy」が確立し，国家と芸術活動との距離を採られる政策

が採られていた。しかも，Decentralizationがすすみ，現在では，イギリス自体，大きく

４つに分かれ（例：The Arts Council of England），その一方で，ロンドン自体にも文化

政策の社会的主体が活発に機能している。（例：London Arts Board）

もう一つ，両者に共通しているのは，芸術や文化産業がそれぞれの都市の経済に占め

る割合が大きいという事実である。ここでは，紙幅の関係で，ニューヨークだけを紹介

しておく。（ロンドンについては，ロンドン芸術評議会の題している報告書を参考にする

と良いだろう。（London Arts Board, The Arts and Cultural Industies in the London

Economy, 1996））ニューヨークの場合は，市の経済活動全体に占める，芸術産業や関連

産業（ツーリズムなど）の割合は，11％から15％に，1990年代に入ると達するようにな
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る。また，労働市場に占める割合も10％程度を占めるようになった。つまり，市の経済

をかなり支える社会的存在に成長したといえるのである。（The Port Authority of NY &

NJ, The Arts as an Industry, 1993）

それに対して，東京の場合は，ロンドンやニューヨークほど，芸術産業や関連産業が

強いわけではない。しかし，佐々木教授達の研究によれば，映画産業などの経済波及効

果は大きいということがわかっており，過小評価は慎まなければならない。（佐々木雅幸，

1997）とはいえ，その違いを無視することはできない。

5-5 東京：巨大な消費的都市文化から文化創造・輸出都市へ
日本の場合，ニューヨークやロンドンなどのグローバルシティと共通する面もあるが，

特殊な側面も存在する。東京の場合，芸術産業という面で見ると，ロンドンやニューヨ

ークのような経済力はない。（相対的に，東アジアの中で比較すれば，その地位は高いと

はいえる。）その理由は単純ではないが，国家が文化政策を通じて関わり続けてきたこと

は，少なくとも関連があるだろう。また，メセナ活動などの力やNPOの力が弱いこと，

東京都の役割が小さいことなども理由として考えられる。

その一方で，ポピュラー文化に関しては，いろいろ批判されてはいるが，その経済力

の大きさ，国際的競争力が意外にあることなど，東京の新しい，しかも，重要な特色で

ある。その特色が生まれた背景は，東京のポピュラー文化それ自体が，元々中産階級に

より生成されていった点であるとか，徹頭徹尾，国家が関わらずに，放っておいてくれ

たことなどが理由として考えられるだろう。（川崎賢一，1994）ただし，アメリカのポピ

ュラー文化などと異なる点もある。しばしば，指摘されている点であるが，その＜無味

無臭性＞である。（岩渕功一，1998）

要するに，巨大な文化省均・文化輸入都市という側面だけでなく，文化輸出都市の側

面もようやくでてきたということが出来る。問題は，多くの知識人や政治関係者が考え

ていたのとは異なる分野が競争力をつけてきた点であろう。

�６　再生の原動力としての東京インフォミドル：グローバルに
競争力のある東京文化をつくるために

6-1 棲み分けの文化階層
東京文化は，単一な日本人により作られてきたわけでもないし，作られているわけで

もない。見かけよりもずっと複雑な文化階層により作られてきたし，作られている。さ

らに将来的には，様々な外国人と共に作り上げられていくであろう，そういう文化だと

思う。ただし，今まで機能してきた，様々な文化現象を支えてきた要因に共通する原則

を指摘することは出来るだろう。それは，＜棲み分けの原則＞である。この概念は，

様々な人々が平和に別々に共存する＜共生＞とは異なる。むしろ，生物学的意味で，強

者同士が争い，そのすき間に弱者が入り込み，結果として，異なる種が空間的に同時に

存在し，別々にまとまって住む，といったイメージに近い。

例えば，クラシック音楽の愛好者というのは典型的な中産階級を母胎とする文化階層

である。実態ははっきりとわかっていないが，オーケストラ音楽に限って，芸団協（社

団法人日本芸能実演家団体協議会）の行った調査結果を基に簡単に説明してみよう。彼

らの推計によると，1991年段階で，オーケストラ愛好者は日本全体で250万人いて，コン

サートの出かけた人々の合計は年間のべ370万人にのぼると推計される。（芸団協リサー

チレポート「ザ・オーケストラ」，丸善，1995年，233頁）愛好者は，東京圏に多いが，
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演奏者や演奏団体そのものは，全国的に分布している。彼らの際立った特色は，その学

歴と経済的収入の高さにある。（特に，東京圏ではその特色がはっきりしている。）要す

るに，高学歴・高収入なのである。また，芸大関係者（芸大に通っている学生・出身者

など）により主にその中核が構成されており，彼らはある種の階層の再生産のサイクル

を作り上げているといっていいだろう。

6-2 ハイブリッドな階層としてのインフォミドル
インフォミドルは，ニューメディア産業を中心としながらも，広い意味での文化産業

に関わる人々から構成されている。彼らの特色は，なんといっても，そのハイブリッド

性にある。特に，コンピュータ文化やインターネットなどの新しい通信文化は，生な現
．．．

実
．
と電子的現実からできあがるハイブリッド文化である。大切なことは，このハイブリ

ッド文化は，今まであった，既存の中産階級文化を崩していく面と，継承して発展させ

ていく面と両面を持っているという点である。前者の点を強調すると，いわば，さいこ

ろをシャッフルし直すような，社会移動のチャンスが訪れていることを意味する。また，

社会的平等や社会的弱者をサポートする新しいチャンスを意味する側面もある。しかし，

それは，自動的にそのチャンスが実現できるということを意味しない。むしろ，新しい，

中産階級の戦いが始まった，それも，地球社会の規模で，ということも冷厳な事実であ

ろう。むしろ，日本社会でいえば，今までの，国家官僚や大企業エリートなどの優位が

弱まる可能性が生まれ，新たな階級生成の機会が生まれつつあるというべきであろう。

しかし，彼らの抵抗と巻き返しは強烈であり，また，海外からの様々な競争勢力の進出

も積極的に行われつつある。そういう環境下で，どういう中産階級が期待されるのであ

ろうか。

6-3 積極的なインフォミドル像の実現
大切なことは，インフォミドルの社会的特色である。少なくとも，今までの，日本社

会における中産階級の歴史をひもとくと，大正期における市民階級，第二次大戦後の知

識人・市民階級，を除いて，いづれも消極的あるいは受動的な中産階級像しか見られな

かったといっていいだろう。大正期の市民階級は，東京や大阪などの大都市に限定され，

しかも，エリート層や高級サラリーマンを中心とした，かなり層の薄い，しかも，第二

次大戦後の中産階級にはっきりと継承されにくかった。後者の，知識人・市民階級につ

いても，それなりの重要な社会的な機能を果たして来つつも，マルクス主義の影響を強

く受けたことと市民社会自体の確立・成熟が十分でないことにより，日本社会における

文化の積極的中心とはいいにくいのが，歴史的事実である。

第二次大戦が終わり，55年が経過した今，そろそろ，本当の意味で，積極的で，健全

な中産階級の文化が登場してもいいのではないだろうか。その一つの候補が，インフォ

ミドルなのである。

付記：本論文を執筆するにあたり，主に，慶應義塾大学メディア・コミュニケーション

研究所からの研究助成を受けている。これ以外にも，トヨタ財団・サントリー文

化財団・文部省科学研究費（基盤研究B）などの助成を受けている。これらの方々

に，感謝したい。また，本論文は，近著｢東京インフォミドル｣の内容を要約して

いる。合わせてこちらも参照していただけたらと思う。
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